
R6.7 
山口メモ 

企 画 書 
 
１ タイトル 

「中学校理科・探究的な学びの充実を図る」（仮称） 
―ふだんの授業に探究の過程を柔軟に取り込む―（仮称） 

 
２ ねらい 

探究的な学習は、以前から、一層の重視が叫ばれている。 
中・高等学校では、上級学校への選抜試験の影響で系統的な学習を重視する傾向が強く、なかな

か探究的な学習は浸透しない傾向にある。 
一方、小学校では、導入が進み、最近は、形式化していることが課題と言われている。 
その中で、高等学校では、平成 30 年の学習指導用容量の改訂を機に「理数探究基礎」と

「理数探究」の２科目で編成されている教科「理数科」が新設されたり、「総合的な学習の時
間」を「総合的な探究の時間」と読み替えたりして、取り組みが前進し始めた。 

しかし、中学校では相変わらずで、探究的な学習の推進は、一部の意識が高い教師の段階で
とどまっている。そこで、本書では、日常の授業で無理なく実践している事例を集めたい。 
 

３ 対象 中学校理科担当教員 （新規採用者向けを想定している） 
 

４ 著者 30 名前後（読んで具体的な場面が伝わる文章を書ける筆力がある方） 
 

５ スケジュール（細かい進行管理は山口が行う） 
令和 6 年 10 月  執筆分担の仮決定・編集方針確定 
令和 6 年 11 月  目次の検討 
令和 7 年 1 月末 一次原稿提出 
令和 7 年 2 月  原稿の検討 
 （数回に分けて行う） 
令和 7 年 3 月 10 日  原稿の提出（印刷） 
令和 7 年 4 月まで  製本・無料配布 
 
６ エントリー 

https://forms.gle/sAUDM9G4u6sVpdyb7 
 

 
  

７ 構成 
 

はじめに  山口晃弘（１ｐ） 
１章 探究的な学びのある授業とは（計 14ｐ） 
（１） 「探究の過程」を重視した授業改善  真井克⼦（4ｐ） 
（２） 理科の授業における「探究」の意義  山口晃弘（3ｐ） 
（３） ふだんの授業に探究を持ち込もう  山口晃弘（3ｐ） 
（４） 小学校での探究的な学びのある授業とは ⼋嶋真理⼦（４ｐ） 
２章 探究的な学びを深める理科授業の事例（約 140ｐ・35 事例×4ｐ） 
（１） 主に「課題の発⾒」の場面 
（２） 主に「課題の探究」の場面 
（３） 主に「課題の解決」の場面 
（４） 複合的な場面、その他の実践 
おわりに  山口晃弘（１ｐ） 

 
 
８ ２章（事例）のプロット 

 
１ この授業で⼤切にしたいこと  
 
２ 準備 
 
３ 授業の流れ 
（1）指導計画 
（2）本時の展開 

①②③ 
 
４ 探究的な学びを充実するには 

 
 
９ ページ数 

 4、6、8 などの偶数ページ 
 ⾒本原稿を参考に 
 
その他 
今回は、冊⼦の形で公開する。令和６年内にある予定の中教審の諮問を受け、部分修正を加えて一
般書として書籍化する。「アクティブ・ラーニング」「主体的・協働的で深い学び」「1 ⼈１台端末」
等のようなキーワードを模索している。 
  





2章 活用事例 

・次に、グループごとに話し合う場面をつくる。 

・あらかじめ「味を確かめるはなし」という程度の理科実験の制限があることは知らせて

おくが、理科室でできる範囲の実験は認める。オンラインで方法を調べさせてもよい。 

・基本的に生徒の気付きは全て取り上げ、気付いたこと、発表したことをほめる。筆者の

経験では「なめくじにかける」「生きた魚を入れる」「傷口に付けて痛みで区別する」

等、理科の授業として取り上げるのはどうかという方法が出てきても、概ね肯定的に評

価する。 

④ 【話し合い】10 分でできる実験を選ぶ 

・実験時間は 10 分とする。その範囲で、有効な区別ができる、という実験を選ばせる。

筆者の経験では以下のような事例があった。 

 

・消しゴム（あれば、ジャガイモ）を入れる。浮くか沈むか、調べる。 

・10 mL 量りとる。その質量を比べる。 

・1 滴ずつ水（または食塩水）を入れてシュリーレン現象が見えるか、見えないか。 

・食塩を数粒入れる。溶けるか溶け残るか、調べる。 

・石けん水を入れ、透明なままか白く濁るか、調べる。 

・エタノールを入れ、透明なままか白く濁るか、調べる。 

 

・「電圧をかけて、電流が流れるか調べる」「加熱をして蒸発乾固をして、白い結晶が出

るか調べる」が③の段階で出されていても、10 分間で実験器具の用意と片付けするこ

とを考えるのか、他の方法になってしまう。 

⑤ 【生徒実験】水道水と食塩水の区別 

・準備、片付けを含め、10 分程度で済ます。制限時間内であれば複数の実験を行っても良

い。理科室の整備状況にもよるが、④と⑤は飛ばして次の⑥に進んでもよい。 

⑥ 結果の整理 

・簡単にまとめさせる。授業支援アプリを活用し、結果を撮影した写真で提出させる形で

もよい。 

⑦ 【演示実験】音で水道水と食塩水を区別する 

・生徒実験の片付けが一段落したところで、次のように投げかける。 

「実は音で区別できます。試してみたい人、いますか？」 

・手を挙げた生徒を指名し、前に出す。キャップをかたくしめた食塩水と水道水の PET ボ

トルを、それぞれ、数秒間激しく振り、直ぐに耳に押し当てる。 

・「違いがありますか」と問い、答えさせる。やってみると聞こえる音が明らかに異なる

ことが分かる。食塩水は｢シュワシュワ｣という音がして、その音が数秒続く。水道水は

その音がすぐに途絶える。その後、グループごとに試させる 

⑧ 新たな発問 

要点には枠囲いをします 

2章 活用事例 

・「もっと調べたいことがありますか」と問う。ここは大切にしたい場面である。答えが

出ない場合は、「しっかり考えるときです」「ここで考えられるのが理科授業のポイン

ト」「中学生なら、ここで何か思いつくはず」などとあおる。筆者の経験では以下のよ

うな事例があった。 

 

・濃い食塩水とうすい食塩水で、泡の音の残り方に違いがあるのか。 

・砂糖水や炭酸水で同じ実験を行ったら、泡の音の残り方に違いがあるのか。 

・冷たい食塩水と温かい食塩水で、泡の音の残り方に違いがあるのか。 

・エタノールや油で同じ実験を行ったら、泡の音の残り方にどうなるか。 

 

・発言された意見は、すべて認める。発言をした生徒を大いにほめる。その後、学習支援

アプリか Forms で生徒 1 人 1 人の考えを提出させる。 

・50 分の授業では、ここまでである。出た疑問を確認する実験は次時となる。あるいは、

「機会があったら、やりましょう」ということでよい。 

 

４ 探究的な学びをより豊かにするために 

・２(2)④で紹介した事例は、小学校第５学年でも同様の実験を行っている場合がある。

その経験を踏まえた発言ができる生徒もいるが、むしろ、初めて体験するかのような生

徒が多い。 

・２(2)⑦では、「海の波もシュワシュワという音がします」と海岸の波打ち際を連想す

る生徒がいる。波が引いていくときの音と似ているという。また、音の違いが出る理由

を知りたいという、素朴な疑問にこだわりを捨てられない生徒もいる。根拠をもって説

明することは難しく、「自分で、調べてごらんなさい」にとどめている。 

・２(2)⑧で紹介した事例を、

筆者が試したところ、以下

のような結果を得ている（表

1）。理科教育を学ぶ大学生

にも同様の授業を行い、授

業支援アプリで、その後の

振り返りを提出させた。授

業終了後、ペットボトルで

水やジュースの飲む際に改めて泡の音が聞こえるのか、振って試してみたという感想が

多く寄せられた。興味が高まった表れがみてとれる。 

 

参考文献 

 

表 1 ペットボトルを振ったときの、音の変化 

水溶液の種類 結果 

食塩水、重曹水、クエン酸水 水道水とは差がある 

濃い食塩水と薄い食塩水 明らかな差がある 

温かい食塩水と冷たい食塩水 明確に分かる差はない 

炭酸水、砂糖水、油（サラダオイル） 水道水との差はない 

あれば書く。参考web-siteでもよい 

要点には枠囲いをします 

表の内部は文字8P 

⼩⾒出しは共通です 




